
研究主題

大項目 評価指標 評価 学校関係者評価

①大湊シートの「ルール」や「きまり」についての項目で、肯定的評価
80%以上。
②保護者「学校評価アンケート」の「社会のルールやきまりを守る指
導」の項目で肯定的評価90%以上。

Ａ

大湊シートの「授業」について、次の項目で肯定的評価９０％以上
　①授業中、先生や友だちの話をしっかり聞いている。
　②自分の思いや考えを発表している。
　③授業は分かりやすい

Ｂ

①帯タイムや放課後加力指導の継続。
②生活習慣しらべ、年間5回以上実施。
③保護者アンケートの家庭学習に関する肯定的評価8０%以上

Ｂ

１．大湊シートの「英語」について、次の項目で肯定的評価９０％以上
①英語がすき　　　②英語は大切だと思う
③英語をもっと話せるようになりたいと思う。

Ｂ

１．大湊シートの「あいさつ」「掃除」について、次の項目で肯定的評価
90％以上。
①自分からあいさつをしている　　②掃除をまじめにしている
③「教室」や「ろうか」などにゴミが落ちていたらひろうようにしている。

A

１．大湊シートの「いじめ」防止について、次の項目で肯定的評価９０％
以上
①学校や学級の中にいじめはない。
②自分は人をいじめることはない。
２．保護者「学校評価アンケート」の「いじめのない学校づくり」の項目
で肯定的評価９０％以上
３．いじめ防止推進委員会を毎週木曜日に開催し、全教職員での情報
共有を徹底する。

Ａ

１．大湊シートの「自尊感情」について、次の項目で肯定的評価８５％
以上
①自分にはいいところがある　　②自分のことがすきだ
③自信を持って、いろんなことができる

Ｃ

１．Ｑ－Ｕアンケート、前期調査より後期調査で学級満足群の児童増
加５％と要支援群の児童数０人
２．大湊シートの「先生」について、次の項目で肯定的評価９０％以上
①先生はあなたのがんばりを認めてくれる　②先生と仲良くできてい
る。
③先生はみんなと平等に接してくれる。

Ｂ

１．支援引継ぎシート等を通して、配慮の必要な児童の確実な引継ぎ
１００％とする。

Ｂ

１．大湊シート・保護者「学校評価アンケート」の防災に関する項目で、
肯定的評価９０％以上。

Ａ

１．地域の方の授業参観及び児童アンケートをもとにした学校支援委
員会との協議・懇談の実施。
２．地域の行事への学校組織としての参加。

Ｂ

１．学校だよりの充実、定期的な配布
２．「学校評価アンケート」の情報発信に関する項目で、肯定的評価９
０％以上。

Ａ

①「自分にはいいところがある。」の項目で、6月期75.9%、12月期69.0%　②「自
分のことが好き」の項目で、6月期65.5%、12月期58.6%　③「自信を持って、い
ろいろなことができる。」の項目で6月期79.3%、12月期69.0%と大きく落ち込ん
だ。他の人から評価されることや、必要とされていることを自覚し自己肯定感
の醸成を図ったが、十分な成果とならなかった。

１.学校支援委員会とは定期的な協議・懇談が行えている。今後、コミュニティ
スクールとっして運営協議会と連携した取組を進めていく。2.地域行事は新型
コロナウィルスのためほぼ中止となっている。

　自己表現を苦手とする児童や人とのコミュニケーションに苦労して
いる児童が自尊感情の低い傾向にあるため、できるだけ集団の中で
評価される場面をとり入れ、自己肯定感の醸成をはかりたい。また、
児童と教員が触れ合う場を意識的に設定することも継続して行いた
い。

　コロナ禍での地域連携の在り方は、今後検討していく必要がある。
できる限り、子どもたちが地域で活躍できる場を確保したい。

1、Ｑ－Ｕアンケートの推移は学級ごとにかわるが、「学級満群の児童」の割合
はやや装荷傾向にある。要支援群の児童は12月期に２名出現したが、該当
児童には個人的なカウンセリングを行い支援をしている。2,①「がんばりを認
めてくれる。」6月期100%、12月期96.6%　②「先生と仲良くできている。」6月期
96.6%、12月期89.72%　③「平等に接してくれる。」6月期93.1%、12月期89.7%
で、昨年より改善傾向にある。ほめる指導を継続していることの成果である。
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〇香南中学校ブロックでの連絡会を今後も継続し、保育から小学
校、小学校から中学校への円滑な移行ができるよう、今後も取り組
んでほしい。特にそれぞれ保育・小学校・中学校の課題が明確にな
り、解決のための方策を共有していくことが大切である。そのための
研修・交流を工夫してほしい。
〇児童や保護者の防災教育の回答はほとんど１００％と高く、学校
防災教育活動が充実している。また、南国市と連携し、防災参観日
ができたことは成果が上がった。今後も地域を巻き込んだ防災教育
に取り組んでほしい。
〇学校支援委員会の開催、地域の人々と交流できるパワーアップ事
業などが中止、また、地域行事も中止となり、児童が参加することが
できなかった。地域との連携を進めることの保護者の回答は１００％
であり、今後も児童は地域の人との関わりを大切にし、地域に見守
られながら生活していることを実感してもらいたい。
〇学校・学級からの情報発信について保護者の回答は１００％と高
い。特に学校便りは学校・家庭・地域との連携を深めていく最も重要
な情報であり、児童の生き生きとした姿など、今後も内容の充実を
図ってほしい。

１.校区に保育所が無くなって、児童の交流はできなくなったが、教職員の交流
研修は3回実施できた。年度末の新入児の引継ぎもできている。

学校だよりや学級だよりにより、できる限り学校の様子を、家庭・地
域に知らせていきたい。（４）学校からの情報

　　発信の充実

（２）防災教育の推進

（３）地域との連携

①「英語がすき」の肯定的評価は、6月期93.1%、12月期89.7%、②「英語は大
切だ」の肯定的評価6月期89.7%、12月期96.6%、③「英語をもっと話せるように
なりたい」の肯定的評価は6月期89.7%、12月期93.1%、と、ほぼ評価指数を達
成できた。ただ、「将来英語を使う仕事をしたいか。」を問う項目には大きな落
ち込みが見られる。

学校関係者評価を踏まえての改善点
１　①肯定的評価による規範意識・自尊感情・学習意欲の向上。②自分の考えを表現する活動の充実。③個に応じた家庭学習の課題設定。④英語教育の研究と実践。日常的な英語環境の充実。
２　①いじめ・不登校の防止に向けた全校で見守り・支援体制の充実。②Ｑ－Ｕアンケートで支援群にいる児童への全校体制での支援強化。③児童へのカウンセリングと肯定的評価活動の充実。
３　①中学校ブロックでの保育所と連携した研修実施。②防災教育の充実と教職員の危機管理能力の向上　③地域と連携した学習活動の充実　④情報発信の更なる充実と工夫。学校と家庭との双方向での情報共有。

「表現力の向上をめざして」～言語活動の充実を重視した授業づくり～人間性豊かにたくましく生きる大湊の子の育成

（　Ａ：目標を上回った　　Ｂ：ほぼ目標どおり　　Ｃ：目標を達成できなかった　）

（１）道徳教育の推進

（２）いじめ・不登校・問題
行動等への対応

(3）家庭学習

（４）英語教育の推進
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取組状況・成果・課題

①「授業中、話をしっかり聞いている」の肯定的評価は、6月期、12月期とも
100%と評価指数を達成。大半の児童が授業中しっかり集中できている。②
「自分の思いや考えを発表している。」の肯定的評価は、6月期89.7%、12月期
86.2%で評価指数を達成できておらず、研究主題に沿った授業づくりを進めて
きたが課題が残った③「授業が分かりやすい」の肯定的評価は、6月期100%、
12月期96.6%で目標指数を達成できている。各学級とも特別な支援を必要とす
る児童が在籍しており、個別の支援を充実していくことが課題となる。

１.学校だより、学級だよりを定期的に配布し、児童の様子を知らせることが出
来た。2.学校評価アンケートの情報発信に関する項目は、肯定的評価100%
で、日常的な情報発信が家庭に届いていることが伺える。

今年度授業改善の視点として、「自分の考えや思いを発表する場の
設定」「言語活動の充実をめざす工夫」を掲げ取り組んできたが、自
分の考えを表現することに自信のない児童へは、一層の個別支援を
充実させていく必要がある。複式学級における、授業のスタンダード
を定着させながら、児童が主体的に表現できる場面を、意図的に授
業の中に位置づける取組を今後も進めていきたい。

防災訓練や避難訓練は形骸化しないよう、その実施方法について常
に修正を加えながら、とっさの場面でどのように対応していくのか研
修を深める。また、保護者への啓発活動は継続して行う。

「あいさつ」「掃除」に関しては、道徳的価値観の醸成のための基本
的な取組として今後も継続していく。特に、集会での評価活動を大切
にして、主体的におこなおうとする態度を大切にしていく。「ゴミが落
ちていたら積極的にひろう」ことができる児童の育成のため、日常的
に教室の環境美化への意識付けを行っていく。

改善策

大半の児童は、ルールやきまりを守る意識が育っているが、登下校
の交通ルールを十分守れていない児童がいる状況である。今後も地
域と連携し児童の安全管理の取組を進めると同時に児童のきまりを
守る意識の醸成を図って行きたい。また、家庭の状況に厳しさがある
児童も在籍しており、関係機関と連携して児童の支援や規範意識の
醸成を図って行きたい。

Ｑ－Ｕアンケートや児童アンケートの結果について、一人ひとりの回
答状況を確認し、日々の学級での様子に注意しながら、必要に応じ
て個人面談を実施している。教員との人間関係で大きな要因となる
のが分かる授業づくりであり、この項目では児童アンケートの結果は
昨年より10Ｐほど向上している。生徒指導の要となる、教員との人間
関係づくりを今後も全力で推進していく。

帯タイムや放課後加力指導は継続的に実施できており、児童も意欲
的に取組んでいる。しかし、そのことが家庭学習の定着に結びついて
おらず、今後、個に応じた課題設定等により家庭学習の習慣化を
図って行きたい。また、メディアとの上手な付き合い方の指導を強化
し、早寝の項目での課題改善も図って行きたい。

(1)規範意識の育成

「いじめの防止」については、教職員がアンテナを高く張り、些細な変
化も見落とさないよう、日々子どもたちとの対話やカウンセリング活
動を通じて、いじめの無い学校づくりを推進していく。また、いじめ防
止委員会を定期的に開催し、全教職員での情報共有と、同じ目線に
立った見守り活動を行っていく。

1.①「学校や学級の中にいじめはない。」の肯定的評価6月期86.2%、12月期
93.1%、②「自分は人をいじめることはない。」の肯定的評価6月期89.7%、12月
期93.1%、とどちらも向上している。二学期に行事への取組等を通して、学級づ
くりが進んだ成果だと言える。２.保護者アンケートの「いじめのない学校づく
り」の項目で96.4%の肯定的評価があり学校の取組に対して一定の理解を頂
いた。３.いじめ防止委員会は、月ごとの定例会以外にも、トラブルが起こった
際には必ず開催し、全教職員での情報共有を徹底している。

（３）自尊感情の育成

１.児童アンケートの防災に関する項目の肯定的評価は、６月期100%、12月期
99.3%。保護者アンケートの肯定的評価100%と防災教育を推進してきた成果
が表れている。

①「ルール」や「きまり」に関する肯定的評価は、6月期90.3%、12月期89.0%と
評価指数を達成できた.。特に、あぶない遊びをしないや集会などで人の話を
行くことなどが良くできている。②保護者アンケートの肯定的評価は92.9%で、
保護者アンケートでも評価指数を達成できているろうかを歩くことや身の回り
の整頓に課題があるので、今後指導の重点としていきたい。

（４）人間関係づくり推進
（児童・児童と教師）

①「自分からあいさつをしている」の肯定的評価は、6月期89.7%、12月期
96.6%、②「掃除をまじめにしている」の肯定的評価、6月期100%、12月期96.6%
で目標指数を達成。③の「ゴミをひろう」の項目も6月期93.1%、12月期89.7%と
ほぼ目標指数を達成している。どの項目も、昨年度より肯定的評価が向上し
ており、道徳的価値観の醸成が図られている。一部ではあるが、やや消極的
な意見もあるので、学級での指導を継続して行っている。

昨年度より、各項目とも大きく改善しており、英語に対する意欲関心
の高まりがみられた。しかし、将来の職業に英語を活かしたいかとい
う問いに対して、否定的な意見を持つ児童の割合は、一定数存在し
ており、英語と自分の社会とのつながりを十分実感できていないいう
課題がある。今後、英語を日常的に使う場面をより一層増やす、自
分とのつながりを一層実感させたい。

①放課後学習支援員や地域協働本部事業により外部の方の支援を得なが
ら、個に応じた加力指導を行うことができた。②生活習慣しらべは定期的な取
組として定着し、家庭での児童の生活習慣を定着させつための、保護者への
啓発となっている。早寝の項目の課題が克服できていない③保護者アンケー
トの家庭学習についての肯定的評価は71.4%で昨年から10ポイント低下して
おり、課題となっている。

〇ルールや決まりについての項目は全体で約９０％と良好
である。これからも児童の規範意識の向上に向け、取り組ん
でほしい。特に、集会などの聞き方は１００％であり、規範意
識の育成ができている。児童の良いところをお互いに認めな
がら、身の回りの整理整頓などに取り組んでほしい。

〇授業中先生や友だちの話を聞くは１００％、分かりやすい
授業では、９７％と高い。もっと勉強したい項目では、７２％と
やや低いが、課題が理解できた後に、次につながる目標な
ど提示しながら、学習に対する意欲を持たせることがよいの
ではないかと思う。

〇児童一人ひとりの学力向上に向け、帯タイム学習や放課
後の加力指導、また生活習慣調べも児童が自分の生活・学
習を振り返ることができ、継続してほしい。保護者においても
家庭学習の取り組みが７１％の結果であることから、今後児
童の生活習慣も含めた家庭との連携を深めてほしい。

〇英語は大切だの項目では９７％、英語で話しかけられたら
英語やジェスチャーで答えようも９０％と高く、英語学習に対
する児童の意識が育まれていることが分かる。学校行事な
どで英語が生かせる内容や外国の人々と交流できるような
機会（国際交流）を積極的に取り入れていき、中学校につな
げてもらいたい。

〇挨拶、掃除の項目では、特に家族や地域の人への挨拶で
は１００％となっており、取り組みの成果が出ている。集会等
において、道徳的な価値観を育てていくために、ごみなど見
つけたら拾うなど日常的で自主的な行動を褒めていき、全校
児童の意識をさらに高めていってほしい。

〇自分は人をいじめることはないが９３％、友だちや下級生
にやさしくしているは１００％であり、他の項目も高く、学校の
取り組みが評価できる。また、いじめのない学校づくりの保
護者の回答も９６％であり、学校の取り組みを評価している。
課題があれば、児童に寄り添い教職員が共通理解を図り、
家庭との連携を常に図りながら取り組んでもらいたい。

〇友だちは自分の言ったことを分かってくれる９７％。友だち
の言うことはよくわかるは１００％で良い結果である。自分に
はいいところがある。自分のことが好きだの結果はやや低
い。学校全体で友だちの長所や努力した姿を紹介しながら、
自己肯定感を高めたり、みんなのために役立っている自己
有用感を培っていく活動に今後も取り組んでほしい。

〇1学期よりやや低い数値になったが、先生に気軽に自分の
思いや考えを話せるは約９０％であり、1学期より高い。学習
活動を含め、学校生活全般の中で肯定的評価を児童に返し
ながら、児童理解を深めていくことが大切である。
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支援引継ぎシート等を通して、配慮の必要な児童の確実な引継ぎを
行い、中学校ブロック全体での教職員研修も継続して行く。
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（１）保幼小連携の推進

中項目

(2)授業改善


